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　この連載の第 1回は、観戦記のお話でし
た。その時は書いて頂く立場でしたが、四月
の名人戦第 1局で、おそらく15年ぶりくらい
に観戦記を書く機会に恵まれました。
　藤井聡太名人と挑戦者・糸谷哲郎八段（当
時・現在は九段）の対戦で、毎年名人戦の開
幕局は東京・椿山荘が近年の対局場と決まっ
ています。昨年は藤井名人と挑戦者・永瀬拓
矢九段の対戦で立会人を務めさせて頂いてお
りました。
　立会人は（第 1局は）開始まで振り駒の儀
式と開局を告げる役目があり、和服で中央に
鎮座します。今年の観戦記者の場合は、開始
時は部屋の片隅で報道陣、盤側の関係者が退
室するのを待って、記録係の隣に移ります。
ずっと正座など無理なので座卓を使ったり、
あぐらで失礼しながら二日間の観戦に入るわ
けです。
　棋士が観戦する場合、とにかく無表情に徹
底するのは基本で、間違っても驚いた顔や頷
くことなど論外です。今回の場合、先手の糸
谷八段が☗ 1六歩という歴史的な初手の端歩
突きの趣向を披露、藤井名人の表情を正面か
ら拝見できたのは幸運でした。
　特別驚いた風もなく、時間をかけずに二手
目を返したのも印象的で、予期していました
よという意思表示の表われでした。
　立会人のときは、二日間で盤側にすわって
いる時間は正味 1時間あるかないか（もっと
長く座っている方も、もちろんいます）でし
たが、今回は対局室の空気を実感することが
大事ですので、二日間で12時間は座っていた
と思います。足はきつかったですが、スーツ
姿でしたので、その点は楽なところがありま
した。当然ながら対局者は大変です。
　対局はふだん早指しで知られる挑戦者が持
ち時間 9時間を使い切り、藤井名人も終始慎
重に進めたこともあり二日目の夜九時頃、熱
戦が終了しました。感想を伺って翌々日か
ら、興奮の冷めぬうちに取り組みます。初め

て寄稿させて頂く朝日新聞の12譜、完成して
安堵です。
　立会人は十八世永世名人の称号（名人 5期
保持）をもつ大棋士、森内俊之九段でした。
　第 1局の立会人を務めるには、誰より相応
しい方で職責を誠実に務められていました。
　森内さんと羽生善治九段（十九世名人）の
名人戦物語は長く深く、2003年から 3年連続・
2011年から 4年連続同じカードで戦われまし
た。まさに春の風物詩と言われた所以です。
　当時の名人戦はいまと同じ持ち時間なが
ら、封じ手時刻や休憩時間などが違っていて
長考派同士のお二人だと、毎局まさに超長期
戦が展開されました。森内名人に羽生竜王が
挑戦した2003年の第 4局は私には印象的で、
熱海のホテルで行われ夜八時台に千日手。
　指し直しが深夜一時ごろ終了で、それから
感想戦。羽生さんが奪取という結果になった
こともあり、インタビュー待ちの報道陣は眠
気を我慢しながら感想戦が終わるのを待って
いましたが、若い二人は探究心旺盛で指し直
し局を 1時間近く調べたあとお互い「じゃあ
千日手局をお願いします」となって、一同皆
倒れ込んでいたのが思い出されます（さすが
にごく短時間で終わったと思いますが）。
　失意の森内さんは部屋で着替えたあと、観
戦にこられていた友人、親しい記者さんや私
に「興奮して寝られないから、朝まで少し遊
んで始発の新幹線で東京に帰りませんか」と
疲労困憊にもかかわらず無謀な提案をされま
す。「負けてしまった棋士には優しくあれ」
は昭和～平成の将棋界の美点であり、トラン
プで 3時間ほど遊ぶと始発の時刻になり、ホ
テルを出たときの海から陽が昇るさまが、と
てもきれいでした。
　二人の物語は終わりません。春、 4対 0で
敗れた森内さんは、秋の竜王戦で羽生竜王に
挑戦、 4対 0で竜王位を奪取します。まるで
ドラマみたいだ、と私はその秋に思いました。
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